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令和４年度 阪神国際港湾株式会社 年度計画 

 

 

令和４年度における事業経営についての目標 

 

１ 事業活動に関する指標・目標・行動計画 

   大阪市の中期目標では、当社の事業経営を通じて達成しようとする行政目的又は施策の具 

体的な内容として、「阪神港（大阪港及び神戸港）のうちの大阪港において、外貿埠頭の利用 

を拡大することで貨物取扱量を増大させること、また、フェリー航路数を維持すること」と 

している。 

 これを受けた当社の中期計画では、次のとおり取り組んでいくこととしている。 

・集貨事業の推進策として、 

国内事業者向けセミナーの開催 

海外ポートセールスの実施 

・港湾機能の強化に資する施設整備として、 

搬出入ゲートの増設を含むターミナル内動線の効率化等コンテナ埠頭の整備（夢洲地区：

C12延伸部） 

・コンテナ埠頭周辺の渋滞緩和に向けて、 

「新・港湾情報システム」（CONPAS）の導入 

・フェリー航路数の維持策として、 

大阪市が実施するフェリー振興策への協力 

当社独自に展開する振興策の実施 

当社では令和４年において、次のとおり事業活動を推進し、大阪市が求める目標の達成を 

目指していく。 

 

 
 

２ 財務運営に関する指標・目標・行動計画 

   １に示した大阪市が当社に求める目標の達成をはじめとし、当社の事業活動を安定的に推進

するために、次のとおり財務運営に関する取組みを進めていく。 
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 指標 

  自己資本比率 

 目標 

  自己資本比率 10％以上の確保 

 行動計画 

   港湾運営会社のメリットである無利子貸付金制度を活用しながら積極的な経営を行う一方 

で、収入の維持拡大、コストの削減、資金繰り等を計画的に行うことで安定的な会社経営を 

目指すこととし、今後も国際競争力強化のために積極的な投資を行っていく中で、投資と利 

益のバランスを考え、一定の財務規律を維持し、自己資本比率 10％以上の確保を目指す。 


